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原子力委員会においては、平成６年の長期計画専門部会第二分科

会の検討の中で、ＯＥＣＤ／ＮＥＡのコスト比較に係る分析を行っ

ている。これは、ＯＥＣＤ／ＮＥＡのコスト比較を標準ケースとし、

それが加工、再処理、処分等のコスト要因に変化を与えることによ

って、どのように影響を受けるかという感度分析を試みたもの（別

添１）であり、コスト比較を独自に行ったものではない。 
なお、この長期計画専門部会第二分科会の報告書では、厳密なコ

スト比較は困難であると報告されている。（別添２） 
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別添２：原子力委員会長期計画専門部会第二分科会報告書（平成６

年６月２２日）抜粋 
















